
232 INTERNET magazine 2001/5 ストリーミング：映像や音声などのデータを、インターネットを通じて受信と再生を同時に行う方式。ソフトウェアはリアルプレイヤーやウィンドウズメディアプレーヤーなどが現在の主流。

たじまたけし
from OOPS! Music Community

oops-music.com

本誌2000年6月号でも紹介したが、イン

ターネット上のサーバーにファイルを保存し、

いつでもダウンロードできるサービスがある。

しかも無償で数十メガバイトのディスクスペー

スを提供してくれるというものだ。

この手のサービスのうたい文句はこうだ。

「インターネットにつながったPCがあれば、ユ

ーザーはいつでもどこでも保存したデータを取

り出すことができる」。

たしかにうたい文句どおりの便利さはある

ものの、ファイルを使いたいときにいちいちダ

ウンロードするのが面倒だといった場合があ

る。たとえばストリーミングで再生できる音楽

ファイルや映像ファイルのようなデジタルメデ

音楽業界も注目のサービス登場！

ブロードバンドがいよいよ日本でも普及しようとしている。高速で常時接続が現実のものとなると、その

能力を十分に発揮できるサービスが重要になる。サーバー上に置かれた音楽のようなデジタルメディアフ

ァイルを操作できるデジタルロッカーは、まさにブロードバンド向きのサービスの1つだ。ここではその背

景と代表的なサービスである“MyPlay.com”の使い方を解説しよう。

インターネットをパーソナルジュークボックスにする！

“デジタルロッカー”
サービスの実力

My.MP3
My.MP3.com

Epitonic――The Blackbox
www.epitonic.com

MP3.comのMy.MP3はすでにBeam-it（右ページ囲み参照）などで有名だ。マニアックな選曲で音楽ファンを掴ん
でいるEpitonicもThe Blackboxというデジタルロッカーサービスを提供している。

dd ii gg ii tt aa ll ll oo cc kk ee rr

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D





INTERNET magazine 2001/5 233IMT-2000（アイ・エム・ティー・ニセン／International Mobile Telecommunication 2000）：国際電気通信連合（ITU）が標準化を進めている次世代携帯電話の規格。
移動中は最大384Kbps、停止時は最大2Mbpsでデータ通信ができる。NTTドコモやエリクソンのW-CDMA方式とクアルコムなどのcdma2000方式の2つをすりあわせて標準化する予定。

“デジタルロッカー”サービスの実力

音楽配信の現状はダウンロード中心だが、

ユーザーから見ると、数メガバイトのファイル

をダウンロードするには時間を要するうえに、

ダウンロードしたファイルを保存するのにPC

のディスクスペースが否応なしに圧迫されてし

まうという弊害がある。また、コンテンツ提供

者から見ると、著作権保護のためダウンロー

ドされるファイル自体に何らかの制限を設け

なければならない場合が多い。

デジタルエンターテインメントの調査会社

であるウェブノイズは、米国の大学生の65パ

ーセントが音楽データをダウンロードするより

も、ストリーミングで聴くことを望んでいると

いう調査結果を提示したうえで、上記のよう

なダウンロードの問題点をストリーミングが解

決してくれると指摘している。

著作物をインターネット上のディスクスペ

ースで一元管理し、広帯域の回線を用いてダ

ウンロードさせずに再生すればコピーにまつわ

る煩雑な問題を一気に解決できる。まさに時

代はデジタルロッカーに向かっていると言える。

一方、最近になってADSLやCATVインタ

ーネットなどの広帯域インターネット回線、い

わゆるブロードバンドの話を耳にすることが多

くなった。一部の地域ではすでに10Mbps超

の接続スピードを可能にするFTTHの運用も

始まっており、ブロードバンドはすぐ手の届く

ところまで来ていると言える。

ブロードバンドの一番のメリットは、音声

や映像情報といった大きなデータ量の情報を

扱いやすくなったことだ。現状の数百kbps～

1Mbps超のスピードのブロードバンドでは、

映像については意見の分かれるところだが、音

声については音楽CD品質のストリーミングは

問題なく再生できる。こういった点から見て

も、デジタルメディアファイルを直接再生で

きるデジタルロッカーサービスの意義は大きい。

なお、通信機能を持たない携帯音楽プレイ

ヤーを使う場合は、ダウンロードしたファイル

をプレイヤー側に転送しなければならないが、

今後はIMT-2000のように無線のブロードバ

ンド化も進み、携帯電話でもストリーミング

で音楽が再生できるようになる可能性もある

だろう。

ィアファイルがそういったたぐいのものだ。実

際に、この考えを推し進めて、保存した音声

データをストリーミングで再生できるサービス

も登場してきている。

「デジタルロッカー」サービスと呼ばれるこ

のようなサービスは、特にデジタル音楽業界

に注目されていて、実際にサービスとして取

り入れようという動きがあるようだ。

たとえば、米ソニー・ミュージックと米ユ

ブロードバンド＋ストリーミングだからデジタルロッカー

興味深い試みとしては、昨年話題となっ

たMy.MP3のBeam-itサービスがある。こ

れは、ユーザーが音楽CDを自分のPCに

セットすると、MP3.comのデータベースに

あるその音楽CDのMP3ファイルを利用で

きるようになるサービスなのだが、これもデ

ジタルロッカーの一種と考えられる。

MP3.comはこのサービスを開始したこと

で、RIAAをはじめ各レコード会社から抗

議を受けたが（巨額の違約金を払うことで

一応の解決を見た）、同様の試みは

Musicbank.com でも提供されてい

る（Musicbank.comは各レコード会社と

契約することで穏便にサービスを提供して

いる）。ただ、いずれも北米向けのサービス

で日本からは利用できないのが残念だ。

www.musicbank.com

音楽CDを
デジタルロッカーに！

i-drive.com
www.idrive.com

オンラインストレージサービスのi-drive.comも単なるフ
ァイルの保存だけでなく、音楽データのストリーミング
の再生ができる。ウェブページのクリッピングサービスや
ファイルの交換サービスもあるので、音楽だけに特化せ
ずに幅広い使い方をしたいユーザーにはうってつけだ。

ユーザー 

オフィスで 

ユーザー 

家で 

携帯音楽プレイヤー 

ストリーミング 

ストリ
ーミン

グ 

アップ
ロード

 

ダウン
ロード

 

データファイル 

デジタルロッカー 

 

■デジタルロッカーサービスの仕組み

ニバーサルミュージックは北米向けに共同で

“Duet”というサービスを開始するとアナウン

スしている。ただ、彼らのような音楽配信事

業者の場合は、ユーザーに音楽ファイルを

「保存」させるというより、サーバーに置かれ

た彼らの提供する音楽ファイルを、ユーザー

に選択させて「保管」するサービスを提供し

ている。いわば音楽ファイルのパーソナライズ

なのだが、すでにMP3.comのMy.MP3や

Epitonicなどがこのサービスを提供している。

ほかにも、米ソニー・ブロードバンド・エ

ンターテインメントのベンチャーキャピタル部

門、550デジタルメディアベンチャーズが構想

しているUnsurface によって音楽のみ

ならず、映画やゲームの分野でもデジタルロ

ッカーサービスが始まると言われている。

www.unsurface.com
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234 INTERNET magazine 2001/5 リキッドオーディオ（Liquid Audio）：米国リキッドオーディオ社が独自に開発した音楽配信システム「リキッドシステム」によって聴くことができる音楽ファイル。著作権保護技術を
採用し、商用配信に適したシステム作りを進めている。

MyPlay.comでパーソナルジュークボックスを作る

MyPlay.comを利用するためにはユーザー登録が
必要になる。登録は、e-mailとパスワード、名前、
郵便番号を入力するだけで完了する。11

さて、さっそくデジタルロッカーサービスを

利用してみることにする。今回はユーザーに3

ギガバイトものディスクスペースを無償で提供

しているMyPlay.comの使い方を紹介しよう。

MyPlay.comは音楽だけに特化したデジタ

ルロッカーで、ユーザーが持っている音楽デー

タをサイト上に登録したりMyPlay.comの提

携サイトから音楽データをユーザーのロッカー

にコピーしたりできる。

アップロードできるファイルとしては、MP3

をはじめ、ウィンドウズメディア、WAVファ

イル、AUファイル、リキッドオーディオ、

TwinVQ、リアルオーディオへの対応をうたっ

ている。なお、ストリームで再生できる形式

については、MP3、ウィンドウズメディア、

WAVファイルの3つとなっている。

もちろん音楽データを再生するためには、再

生ソフトが必要になる。WinAmpやウィンド

ウズメディアプレーヤー、リアルプレイヤーな

どをインストールしておく必要がある。

次に簡単なサウンドチェックを行う。“Play”と
書かれた緑色のアイコンをクリックして、
WinAmpなどの再生ソフトが立ち上がって音声
が聞こえればOKだ。

22

登録が完了したら“My Locker”をクリックし
てMy Locker画面に移る。My Locker画面では
アップロードした音楽データ（トラック）の操作
や管理を行う。

33
アップロードしたト
ラックを1曲ごとに
聴く場合は、トラッ
クの左側にあるボタ
ンを押す。

55

アーティスト名順、
アルバム名順、トラ
ック名順、MIX名
順（MIXについては
右ページ参照）、最
近アップロードした
トラック順にトラッ
クを並べ替えること
もできる。

77

トラックを連続して
再生するには、チェ
ックボックスにマー
クして“Play”ボタン
を押せばいい。ほか
にも、チェックした
トラックをMIX（右
ページ参照）したり、
ダウンロードやMy
Lockerから消去し
たりもできる。

66

トラックをアップロードするには、“COPY FROM
HARD DRIVE”を押すと現れるポップアップ画面
でPC上のファイルを選択し、“copy”を押すだけ。
コピー後にはトラックのアーティスト名やアルバ
ム名を入力できる。

44
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INTERNET magazine 2001/5 235Napster（ナップスター）：インターネットに接続されたパソコン上で音楽データを自由にやり取りするためのアプリケーションソフト。

“デジタルロッカー”サービスの実力

MIX機能を使って自分がセレクトした曲を公開する

今回とりあげたデジタルロッカーサービス

は本文でも書いたように、デジタル音楽業界

が注目している。彼らから見れば、とりあえ

ずストリーミングによる音楽や映像の提供は、

著作権について神経質になることもない。ユ

ーザーにとっても回線さえ十分であればダウ

ンロードする手間もかからない。

また重要な要素としては、課金方式が大き

く変わることだろう。ダウンロードでコンテン

ツを提供する場合は、1ファイルのダウンロ

ードごとに料金を徴収する課金モデルだった

が、ストリーミングであれば定期購読（サブ

スクリプション）の課金モデルを適用しやす

い。そうなれば、より多くの音楽データの提

供が見込める。もちろん、Emusic.comや次

世代のNapsterがアナウンスしているように

ダウンロードサービスによる定期購読モデル

もあるが、前述のように著作権保護の観点か

らするとユーザーにとっては使いづらいサービ

スとなってしまうかもしれない。

一方、今回とりあげたMyPlay.comのよう

なサービスは、音楽ファンのマーケティング

を実施する広告モデルが一般的のようだ。無

償のサービスであるがゆえに、企業にとって

は体力勝負となり、今後は音楽だけでなく映

像やゲームなどさまざまなデータを保存・配

信できるようにサービスを拡大していかなけ

れば競争に追い付いていけなくなるかもしれ

ない。

いずれにせよメジャー企業の参入が注目さ

れるデジタルロッカーは、インターネットのこ

れからのメディアサービスの中心になる可能

性は高いだろう。

デジタルロッカーはキラーサービスになりえるか？

音楽好きなら、自分の好きな曲を適当に集

めたテープなりMDなりを編集したことがある

だろう。MyPlay.comでは、ユーザーがMy

Lockerに登録したトラックから複数の曲を選

び、再生ファイルとしてMy Locker内に登録

できる“MIX”と称する機能を提供している。

また、MIXで編集したものはほかのユーザ

ーに対して“DJ MIXES”上に公開すること

もできる。もちろんDJ MIXESから、ほかの

ユーザーが登録したMIXも聴けるし、DJ

MIXESに登録されているユーザー（DJ）に

対してメールも出せるので、一種の音楽コミ

ュニティーだとも言えるだろう。

自分でMIXを作るにはMy Locker画面でMIXに
登録したいトラックをチェックをした後、“COPY
TO A MIX”というアイコンを押す。11 トラックをコピーするMIXの選択画面が表示さ

れる（新規の場合は“New mix”のみが表示さ
れる）ので、“copy”を押す。22

MIXを新規登録する場合
は、MIXの名前と曲のジ
ャンル、説明を入力する。33

最後に“SAVE & POST”
を押してDJ MIXESに登
録すれば完了だ。MIXし
たファイルを自分だけが
楽しむ場合は、“SAVE”
を押すだけでいい（DJ
MIXESへはあとから登録
することもできる）。

44 MIXを登録すると再生画
面になるが、MIXの再生
方法は前ページで述べた
トラックの場合と同じだ。

55 作成したMIXをあとから
DJ MIXESに登録する場
合は、My Locker画面で
My Mixesを選択して登
録したいMIXの右端にあ
る“Post”をクリックす
ればいい。

66
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